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「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
を
胸
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業
。



平成 26 年度桂川町施政方針

　
　
　

桂
川
町
施
政
方
針
と
予
算

明
る
く
住
み
よ
い
元
気
な
桂
川
町
を
目
指
し
て

は
じ
め
に

00東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
３
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
想
像
を
絶
す
る
自
然

災
害
の
怖
さ
と
困
難
を
極
め
る
復
興
の
現
状

を
思
う
度
に
、
気
持
ち
が
重
苦
し
く
、
胸
が

痛
く
な
り
ま
す
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
心
か
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
ロ
シ
ア

の
ソ
チ
で
行
わ
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
選
手
団
の

活
躍
は
、
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

改
め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
安
倍
政
権
が
発
足
し

て
早
く
も
１
年
３
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
主
と
し
て
経
済
再
生
対
策
に
重
点

が
置
か
れ
、
そ
の
効
果
が
徐
々
に
上
が
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
４
月
か

ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
か
気
が
か
り
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
に
お
い
て
も
臨
時
的
な
対

策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
町
と
し
て

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

や
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
な
ど

に
つ
い
て
は
、
今
会
期
中
に
平
成
26
年
度
の

補
正
予
算
と
し
て
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Administoration
Policies

平成 26 年度

３
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
度
第
１
回
定
例
会
。

井
上
町
長
の
「
施
政
方
針
」
の
主
な
内
容
お
よ
び
平
成
26
年
度
予
算
を

紹
介
し
ま
す
。

桂
川
町
自
治
基
本
条
例
の

取
り
組
み

01自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
12
月
町
議
会

定
例
会
に
条
例
案
の
提
案
を
行
い
、
議
会
に

お
い
て
「
桂
川
町
自
治
基
本
条
例
制
定
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
制
定
の
暁
に
は
、
町
民
へ
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
条
例
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
住
民
自
治
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

計
７
路
線
の

道
路
の
整
備
を
予
定

03平
成
22
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

町
道
土
居
・
瀬
戸
線
は
、
関
係
者
の
ご

協
力
に
よ
り
、
本
年
３
月
を
も
っ
て
完
了
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
区
間
に
お

け
る
交
通
の
利
便
性
と
安
全
性
が
確
保
さ
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
土

師
五
区
内
の
八
王
子
・
大
坪
線
お
よ
び
土
居
・

中
屋
線
ほ
か
５
路
線
の
道
路
改
良
・
舗
装
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
事
業
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
嘉

穂
総
合
高
校
下
か
ら
役
場
横
信
号
機
ま
で

の
道
路
新
設
に
つ
い
て
は
、
１
月
下
旬
に
地

元
関
係
者
へ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
測
量
調
査
が
行
わ
れ
る
段
階
に

な
っ
て
い
ま
す
。

桂
川
駅
南
側
開
発
に

向
け
た
取
り
組
み

02社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し

た
桂
川
駅
南
側
道
路
、
町
道
山
崎
・
上

深
町
線
の
道
路
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
全

体
の
測
量
が
終
了
し
、
買
収
予
定
地
の
一
筆

ご
と
の
境
界
測
量
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
２
０
０
号
か
ら
の
進
入
路
に

位
置
す
る
２
件
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
土
地

の
売
買
お
よ
び
建
物
補
償
契
約
を
締
結
し
、

年
度
内
に
執
行
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
用
地
交
渉
を
積
極
的
に
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
桂
川

駅
南
側
か
ら
の
駅
利
用
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
開
始
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
に

防
犯
外
灯
の
設
置

04防
犯
外
灯
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
通
学
路
、
生
活
道
路
を
中
心
に
、

各
行
政
区
か
ら
の
要
望
箇
所
な
ど
を
重
点
に

設
置
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
既
設
電
柱
設
置

３
８
７
基
、
新
設
ポ
ー
ル
設
置
１
３
６
基
の

計
５
２
３
基
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
主
要
箇
所
に
つ
い
て
は
概
ね
整
備

が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

各
行
政
区
か
ら
の
要
望
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、

順
次
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▲設置された防犯外灯。

平成 26 年度町道路整備事業（予定）

路線名 整備内容

八王子・大坪線 道路拡幅

土居・中屋線 舗装整備

天道団地進入路１号線 舗装整備

北古賀・中屋線 舗装整備

豆田・瀬戸線 舗装整備

三角田・山崎線 舗装整備

名代・鎌田線 舗装整備

▲開発が予定されている桂川駅南側。

桂川町自治基本条例これまでの歩み

平成 23 年 11 月９日 自治基本条例講演会開催

平成 24 年

６月 28 日 第１回自治基本条例みんなで考える委員会開催
（以降計 23 回開催）

11 月 20 日 第１回素案策定部会開催
（以降計 12 回開催）

12 月９日 自治基本条例シンポジウム開催

平成 25 年
９月２日 ～ 30 日 パブリックコメント実施

12 月 12 月議会定例会で条例案の提案

平成 26 年度
桂川町施政方針と予算

▲整備が完了した土居・瀬戸線。

平 26. 広報けいせん ４月　　 � 頁� 頁　 平 26. 広報けいせん ４月



地
域
防
災
計
画
見
直
し
と

災
害
時
対
策
の
充
実

05地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
平

成
25
年
度
の
見
直
し
に
伴
い
新
た
な
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
し
た
が
、
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
県
と
の
協
議

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

事
業
を
繰
り
越
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見

直
し
と
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
も
行
う

計
画
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
な
ど
に
つ
い
て
支

援
を
要
す
る
要
支
援
者
の
名
簿
に
つ
き
ま
し

て
は
、
区
長
さ
ん
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
作
成
中
で
す
。

集
中
豪
雨
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
梅
雨
時
期
ま

で
に
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
配
慮
し
た
上

で
、
災
害
時
の
支
援
活
動
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
充

実
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
営
住
宅
の

建
て
替
え
に
向
け
て

06現
在
の
町
営
住
宅
の
管
理
戸
数
は
３
９
０

戸
で
、
そ
の
内
、
２
６
５
戸
は
耐
用
年

限
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
町
営
住
宅
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、「
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
く
効
率
的
か
つ
円
滑
な
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
基

本
構
想
・
計
画
を
作
成
し
、
県
営
住
宅
の
建

て
替
え
事
業
の
進
捗
状
況
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
建
て
替
え
工
事

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

不
正
取
得
抑
制
へ

本
人
通
知
制
度

事
前
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票

等
を
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
本
人

に
通
知
す
る
「
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
の
実
施
に
向

け
登
録
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し
な
ど

の
不
正
取
得
の
抑
制
や
、
不
正
取
得
に
よ
る

悪
用
な
ど
の
防
止
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

07

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
へ

08 桂
苑
へ
の
ご
み
の
搬
入
量
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
取
組
み

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

桂
川
町
地
区
衛
生
連
合
会
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
広
報
な
ど
に
よ

る
啓
発
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
用
収
納
ボ
ッ
ク
ス
の
活
用
と
地
域
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
団
体
を
中
心
に
し
た
資
源
ご

み
回
収
事
業
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ご
み

の
減
量
化
、
再
資
源
化
の
構
築
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
と

介
護
給
付
費
の
適
正
化

11特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
の

向
上
を
図
り
、
医
療
費
お
よ
び
介
護
給

付
費
の
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

１
人
当
た
り
の
給
付
費
の
増
減
が
保
険
料
に

直
接
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
県
広
域
連
合
が

定
め
る
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
脱
出
を
何
と
か

実
現
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
策
定

10子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
実
施
し
ま
し
た
「
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
」
の
結
果
を
分
析
・
考

察
し
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
っ

て
、
本
町
に
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
必
要
で

あ
る
か
、
現
状
を
直
視
し
な
が
ら
、
検
討
を

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

09

３
つ
の
福
祉
関
係
の

計
画
を
策
定

福
祉
関
係
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
計

画
期
間
の
設
定
の
関
係
か
ら
、
平
成
26

年
度
に
、
第
４
期
「
障
が
い
福
祉
計
画
」、
第

６
期
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」、
お
よ
び
「
地
域

福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成

12平
成
26
年
度
か
ら
新
た
に
、
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
20
歳
以
上
で

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
お
よ
び
妊
娠
す
る
可

能
性
が
高
い
女
性
、
ま
た
は
、
妊
婦
の
配
偶

者
で
、
抗
体
検
査
の
結
果
必
要
と
認
め
ら
れ

る
人
で
す
。

農
業
振
興
の
た
め
の

４
つ
の
政
策

13農
業
政
策
に
つ
い
て
、
国
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な

ど
の
課
題
に
対
し
、
農
業
構
造
改
革
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

際
競
争
力
の
強
化
な
ど
足
腰
の
強
い
産
業
に

す
る
た
め
の
政
策
と
し
て
、
農
業
・
農
村
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る

た
め
、
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
の
取
り
組

み
を
始
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
政
策
と
し
て
は
、「
農
地
中
間

管
理
機
構
の
創
設
」、「
経
営
所
得
安
定
対
策

の
見
直
し
」、「
水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の

見
直
し
」、「
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
」

の
４
つ
が
改
革
の
柱
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
関

係
機
関
や
農
業
関
係
者
と
協
議
を
行
い
、
集

落
単
位
で
の
話
し
合
い
を
進
め
、
制
度
を
活

用
し
た
美
し
い
景
観
の
維
持
や
地
域
の
結
び

つ
き
の
強
化
、
農
産
物
の
生
産
活
動
を
活
性

化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

嘉
穂
総
合
高
校
と
連
携

「
と
れ
た
て
村
」

14農
産
物
直
売
所
「
と
れ
た
て
村
」
に
つ
い

て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
４
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
の
新
鮮
な
野

菜
や
農
産
物
の
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、
桂

川
町
産
の
野
菜
を
使
っ
た
加
工
品
、
お
弁
当
、

総
菜
な
ど
が
あ
り
、
対
面
販
売
に
よ
る
消
費

者
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
な
が
ら
地
域
密
着

型
の
直
売
所
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
嘉
穂
総
合
高
校
と
連
携
し
て
、
高
校

で
生
産
し
た
野
菜
や
加
工
品
を
年
５
回
程
度
、

と
れ
た
て
村
で
の
販
売
を
行
う
計
画
で
す
。

今
後
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
協
議
を

行
い
、
よ
り
一
層
活
気
の
あ
る
直
売
所
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

▲大好評のとれたて村は、毎週日曜日９時～ 12 時開催。

平成 26 年度
桂川町施政方針と予算

平成 26 年度
桂川町施政方針と予算

住民票等の請求者
（代理人・第三者）

②請求

本人通知制度登録者
（本人）

桂 川 町 役 場

事前登録型本人通知制度イメージ図

③内容を審査
　して交付

④交付した
　事実を通知①事前登録

▲ハザードマップの見直しを予定。
　（写真は平成 21 年度作成のもの）

リサイクル用収納ボックス回収量の推移

６万

５万

４万

３万

２万

１万

０
平成 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度
※平成 21 年度は、10 月からの統計。

5.6 万

0.7 万

4.8 万
4.3 万4.3 万

1.9 万

0.6 万0.6 万0.8 万

0.2 万

（平成 26 年３月末現在）

：資源プラスチック

：古紙・古布
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箱
地
原
井
せ
き
整
備
事
業

狩
野
た
め
池
改
修
事
業

15平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
県
営
土

地
改
良
事
業
の
箱
地
原
井
せ
き
整
備
事

業
は
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
当
初
の

予
定
よ
り
早
く
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
22
年
度
か
ら
県
事
業
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
狩
野
た
め
池
改
修
事
業
に
つ
い
て

も
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
順
調
に
進
み
本
体

改
修
工
事
は
、
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に

確
か
な
学
力
と
強
い
体
力

21学
校
教
育
関
係
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
促
す
と
と
も
に
、
確
か

な
学
力
、
強
い
体
力
が
習
得
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
保
育
所
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
嘉
穂
総
合
高
校
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
桂
川
町
全
体
で
子
ど
も
達
を
見
守
り
、

育
成
を
図
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
き
生
き
桂
川
っ
子
」
総
合
推
進

事
業
に
よ
る
学
校
と
町
内
各
団
体
・
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
達
の
見
守
り
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数

学
級
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と

も
に
、
小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
生
を
対

象
に
し
た
「
土
曜
学
習
教
室
」
や
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
「
土
曜
授
業
」

に
つ
い
て
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

各
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
テ
ス
ト
大
会
や
持
久
走
・
縄
跳
び
・

体
力
づ
く
り
運
動
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の振興

発
展

17社
会
教
育
関
係
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
を
は
じ
め
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め

の
生
活
体
験
支
援
事
業
「
夢
・
人
・
未
来
塾
」

や
「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
」
の
取
り
組
み
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
体
育
関
係
で
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
指
導
員
に
よ
る
教
室
が
、
大
変
好
評
で

す
。
よ
っ
て
、
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に

体
育
協
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
体

育
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発

展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
取
り
組
み
を
強
化

18図
書
館
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
の
も
と
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
お
よ
び
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
普
段
あ
ま
り
本
に
親
し

ん
で
い
な
い
子
ど
も
や
、
ど
ん
な
本
が
面
白

い
か
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
本

の
紹
介
の
仕
方
、
面
白
そ
う
な
切
り
口
な
ど
、

子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
手
法
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
の
開
催

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
へ

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進

19人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
人
権
・
同
和
問
題
協
議
会
お
よ
び

人
権
教
育
啓
発
推
進
委
員
会
を
中
心
に
、
７

月
の
強
調
月
間
の
取
り
組
み
お
よ
び
人
権
・

同
和
問
題
地
域
懇
談
会
な
ら
び
に
「
人
権
出

前
講
座
」
を
柱
と
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
の

推
進
を
図
り
、
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

金
毘
羅
山
古
墳
の

レ
ー
ダ
ー
調
査
を
実
施

20金
毘
羅
山
古
墳
は
、
平
成
26
年
度
も
九
州

大
学
が
調
査
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
町
と
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
国
の

補
助
事
業
で
あ
る
「
国
宝
重
要
文
化
財
等
保

存
整
備
費
国
庫
補
助
金
」
を
活
用
し
、
金
毘

羅
山
古
墳
の
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
行
い
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
情
報
を
集
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
豆
田
天
満
宮
の
境
内
に
あ
る
天
神

山
古
墳
に
つ
い
て
も
、
測
量
調
査
と
レ
ー
ダ
ー

探
査
を
合
わ
せ
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平
成
26
年
度

桂
川
町
の
予
算
概
要

22本
町
の
平
成
26
年
度
予
算
は
、
対
前
年
度

比
、
４
・
４
％
減
の
49
億
８
６
０
２
万

７
千
円
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
町
税
は
、
前
年
度
実
績
額
な
ど
を

考
慮
し
、
町
民
税
に
お
い
て
０
・
５
％
の
増
、

固
定
資
産
税
で
は
２
・
６
％
の
増
を
見
込
ん

で
い
る
一
方
、
町
た
ば
こ
税
で
は
９
・
３
％

の
減
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、
前
年
度
に
比

べ
、
町
税
全
体
で
０
・
２
％
の
増
、
金
額
で

２
４
１
万
７
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
方
交
付
税
は
、
地
方
公
共
団

体
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
総
額
は

16
兆
８
８
５
５
億
円
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ

１
７
６
９
億
円
、
１
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
町
の
場
合
、
普
通
交
付
税
は
、
前
年
度

決
定
額
か
ら
３
・
３
％
減
の
17
億
２
５
９
５
万

円
を
見
込
み
、
当
初
予
算
の
計
上
額
を

16
億
９
２
５
５
万
６
千
円
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
別
交
付
税
は
、
平
成
24
年
度
決
定
額
の

25
％
減
、
２
億
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
ほ
か

４
基
金
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
目
的
に
沿
っ

た
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

総
務
費
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
防
災

関
係
資
料
の
作
成
業
務
委
託
料
や
、
各
種
選

挙
、
統
計
調
査
に
係
る
経
費
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
社
会
福
祉
や
障
が
い
者
・
高
齢

者
・
児
童
福
祉
な
ど
、
町
民
の
皆
様
の
社
会
生

活
を
保
障
す
る
の
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境

を
保
持
す
る
た
め
の
関
係
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

労
働
費
で
は
、
嘉
麻
・
桂
川
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
料
な
ど
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
新
規
就
農
総
合
支
援

事
業
補
助
金
や
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
有

害
鳥
獣
の
駆
除
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

商
工
費
は
、
商
工
業
の
振
興
発
展
の
た
め

の
経
費
や
消
費
者
行
政
経
費
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
耐
震
改
修
促
進
補
助
金
や
、

前
年
度
に
引
き
続
き
桂
川
駅
南
側
道
路
の
用

地
買
収
費
や
橋
梁
の
修
繕
な
ど
工
事
に
関
す

る
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
費
は
、
飯
塚
地
区
消
防
組
合
負
担
金

や
、
町
消
防
団
組
織
に
係
る
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
学
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
費
や

金
比
羅
山
古
墳
・
天
神
山
古
墳
の
調
査
関
係

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

へ
の
助
成

16本
年
４
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
が
５
％
か

ら
８
％
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
う
景
気

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
町
に
お
い
て
も
、
福
岡
県
か
ら
の
要
請
も

あ
り
、
桂
川
町
商
工
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
事
業
に
対
し
、
助
成

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成 26 年度
桂川町施政方針と予算

平成 26 年度
桂川町施政方針と予算

▲整備された箱地原井せき。

▲総合体育館トレーニングルームの指導員は、
　親しみやすくわかりやすいと人気。

▲飯塚市の済世会嘉穂飯塚病院より撮影。
　右部の小高い丘の頂上に金毘羅山古墳が存在。左部は瀬戸交差点付近。
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用
語
の
説
明

◆
一
般
会
計　

行
政
運
営
に
必
要

な
基
本
的
予
算
。
町
民
が
納
め

た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
財
源

と
し
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
整

備
な
ど
の
経
費
に
あ
て
る
。

◆
特
別
会
計
・
企
業
会
計
（
水
道

事
業
）

　

一
般
会
計
と
は
別
に
構
成
。
独

立
採
算
制
を
基
本
と
し
、
特
別

会
計
と
し
て
は
、
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
企
業
会
計
に
は
、

水
道
事
業
が
あ
る
。

◆
歳
入

○
町
税　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
等
。

○
地
方
譲
与
税　

地
方
税
収
入
の

一
つ
。
国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体
に
譲

与
。
現
在
、
自
動
車
重
量
譲
与

税
・
地
方
揮
発
油
譲
与
税
な
ど

が
あ
る
。

○
地
方
交
付
税　

地
方
公
共
団
体

間
の
税
源
力
不
均
衡
を
調
整
す

る
た
め
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
、

国
が
そ
の
使
い
道
を
限
定
せ
ず

に
交
付
す
る
税
の
こ
と
。

○
国
庫
・
県
支
出
金　

国
や
県
が

使
い
み
ち
を
指
定
し
て
地
方
公

共
団
体
に
負
担
交
付
す
る
も

の
。
負
担
金
・
補
助
金
・
委
託

金
等
。

○
町
債　

建
設
事
業
等
の
財
源
に

あ
て
る
た
め
借
り
入
れ
る
長
期

借
入
金
。

◆
歳
出

○
議
会
費　

議
会
活
動
費

○
総
務
費　

全
般
的
な
事
務
に
係

る
経
費
。
庁
舎
管
理
や
税
金
、

選
挙
、
戸
籍
、
住
民
票
等
に
係

る
事
務
の
経
費
に
あ
て
ら
れ

る
。

○
民
生
費　

町
民
に
一
定
水
準
の

生
活
と
安
定
し
た
社
会
生
活
を

保
障
す
る
の
に
必
要
な
経
費
。

社
会
福
祉
や
保
育
所
、
同
和
対

策
等
に
要
す
る
経
費
に
あ
て
ら

れ
る
。

○
衛
生
費　

住
民
の
健
康
管
理
や

環
境
保
全
に
要
す
る
経
費
。
予

防
接
種
や
住
民
健
診
、
環
境
衛

生
、
ご
み
や
し
尿
処
理
な
ど
に

あ
て
ら
れ
る
。

○
労
働
費　

失
業
対
策
事
業
等
に

要
す
る
経
費
。

○
農
林
水
産
業
費　

農
業
や
林
業

の
振
興
を
図
る
た
め
の
経
費
。

○
商
工
費　

商
工
業
の
振
興
や
観

光
事
業
等
に
あ
て
ら
れ
る
。

○
土
木
費　

道
路
や
河
川
、
町
営

住
宅
等
の
整
備
や
維
持
管
理
等

に
あ
て
ら
れ
る
。

○
消
防
費　

火
災
、
水
害
、
災
害

防
備
等
に
要
す
る
経
費
。

○
教
育
費　

学
校
教
育
や
社
会
教

育
、
文
化
財
保
護
の
運
営
、
管

理
に
要
す
る
経
費
。

○
公
債
費　

事
業
等

を
行
う
際
に
借
り

入
れ
た
町
債
の
元

利
償
還
金
。

一般会計　歳  入 （１年間に町に入るお金）

【一般会計】町民１人当たりの内訳
（人口 14,052 人：平成 26 年２月末現在で算定）

歳出予算総額 １人当たり

　　 354,827 円

議 会 費

5,666 円

総 務 費

42,240 円

民 生 費

146,064 円

衛 生 費

35,788 円

労 働 費

2,921 円

農林水産業費

14,583 円

商 工 費

1,299 円

土 木 費

21,370 円

消 防 費

16,362 円

教 育 費

35,507 円

公 債 費

32,515 円

予 備 費 等

512 円

平成 26 年度の予算総額は

74 億 7896 万円です
【予算総額の内訳】 対前年度比

一般会計 49 億 8603 万円 （4.4%減）

特別会計 22 億 6683 万円 （3.9%増）

住宅新築資金等貸付 1698 万円 （3.0%増）

土 地 取 得 1059 万円 （0.0%)　

国 民 健 康 保 険 20 億 5515 万円 （4.1%増）

後 期 高 齢 者 医 療 １億 8411 万円 （2.8%増）

企業会計（水道） ２億 2610 万円 （3.7%増）

合　　計 74 億 7896 万円 （1.7%減）

労働費（0.8%）
4105 万円

平成 26 年度
桂川町施政方針と予算

平成 26 年度
桂川町施政方針と予算

町税（21.8%）
10 億 8683 万円

分担金・使用料など（4.3%）
2 億 1267 万円

繰入金（4.3%）
2 億 1430 万円

地方交付税（38.1%）
18 億 9856 万円

地方譲与税・交付金など（4.5%）
2 億 2386 万円

国・県支出金（18.6%）
9 億 2666 万円

町債（5.4%）
2 億 7065 万円

）%6.66約（
源

財
存

依

財産収入・諸収入・
寄附金など（2.6%）

9250 万円

繰越金（1.2%）
6000 万円

町民税　　　４億 7608 万円

固定資産税　４億 5564 万円

軽自動車税　　　3180 万円

町たばこ税　１億 2331 万円

内訳

自動車重量譲与税　3927 万円

地方揮発油譲与税　1683 万円

交付金など　　１億 6776 万円

内訳

　　　　自主財源（約
3
3

.4
%

）

歳入合計
49 億

8,603 万円

民生費（41.2%）
20 億 5249 万円

総務費（11.9%）
5 億 9355 万円

衛生費（10.1%）
5 億 290 万円

歳入合計
49 億

8,603 万円

農林水産業費（4.1%）
2 億 492 万円

商工費（0.4%）
1825 万円

議会費（1.6%）
7961 万円

土木費（6.0%）
3 億 29 万円

消防費（4.6%）
2 億 2992 万円

教育費（10.0%）
4 億 9895 万円

公債費（9.2%）
4 億 5690 万円

予備費等（0.1%）
720 万円

（１年間に町が支出するお金）一般会計　歳  出

平 26. 広報けいせん ４月　　 � 頁� 頁　 平 26. 広報けいせん ４月



学
生
納
付
特
例
申
請

【
対
象
と
な
る
人
】

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
そ
の
他
の

教
育
施
設
に
在
学
す
る
人

※
所
得
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

　

○
印
鑑

　

○
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

　

○
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書

　

※
住
所
変
更
が
あ
っ
た
人
は
、
前
住
所
地
発
行

　
　

の
所
得
証
明
書
が
必
要
な
場
合
あ
り

【
対
象
と
な
る
期
間
】

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
あ
る
期
間
の
う
ち
、
平

成
26
年
度
分
は
年
度
末
ま
で
。
過
去
期
間
は
、

申
請
が
受
理
さ
れ
た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前

（
納
付
済
み
の
月
は
除
く
）
ま
で
。

【
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
】

○
病
気
や
不
慮
の
事
故
な
ど
で
重
い
障
が
い
が

残
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、後
払
い
（
追
納
）

し
な
い
と
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
免
除
な
ど
を
申
請
で

き
る
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
は
、
経
済
的
な
理
由
や
在
学
中
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
免
除
等
の
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
の
申
請
は
、
こ
れ
ま
で
申
請
直
近
の
７
月
ま

で
（
学
生
納
付
特
例
は
４
月
ま
で
）
の
１
年
以
内

で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
申
請
時
点
か

ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

失
業
等
の
特
例
免
除
の
対
象

期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

災
害
や
失
業
等
を
理
由
と
し
た
免
除
は
、
前

年
度
所
得
が
多
い
場
合
で
も
、
証
明
書
が

あ
れ
ば
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
免
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
特
例
免
除
の
条
件
が
改
正
さ

れ
、
次
の
表
の
と
お
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
改
正
点

○
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期
間
が
受
給
資
格

　

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険

者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
や
海
外
在
住
者
な
ど
で

本
人
の
申
出
に
よ
り
加
入
を
し
て
い
た
人
）
が
保

険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
未
納

期
間
と
さ
れ
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は

こ
の
未
納
期
間
が
受
給
資
格
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

○
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

　

ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
死
亡
し
た
人
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」

に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
以
降
に
死
亡
し
た
人
か
ら
、「
子
の
あ

る
夫
」
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
未
支
給
年
金
を
受
け
取
る
遺
族
の
範
囲
が
拡
大

　

さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金
（
亡
く
な
っ
た
人

が
受
け
取
る
は
ず
で
あ
っ
た
未
払
い
の
年
金
）
を

受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
２
親
等
以
内
（
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
）
で
し
た
が
、
改
正

後
は
、
上
記
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
、

お
じ
・
お
ば
、
子
の
配
偶
者
な
ど
）
ま
で
拡
大
さ

れ
ま
す
。

納
付
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

【
対
象
と
な
る
人
】

○
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
各
々
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
人
や
失
業
等
の
理
由
が
あ
る
人

○
30
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、本
人
、

配
偶
者
各
々
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

○
印
鑑

○
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

○
持
っ
て
い
る
場
合
、
次
に
掲
げ
る
も
の

　

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　

・
離
職
者
支
援
資
金
の
貸
付
決
定
通
知
書
な
ど

　

※
住
所
変
更
が
あ
っ
た
人
は
、
前
住
所
地
発
行

　
　

の
所
得
証
明
書
が
必
要
な
場
合
あ
り

【
対
象
と
な
る
期
間
】

　

平
成
26
年
度
分
は
、
平
成
26
年
７
月
以
降
か

ら
の
申
請
で
、平
成
26
年
７
月
か
ら
翌
６
月
分
。

過
去
期
間
は
、
申
請
が
受
理
さ
れ
た
月
か
ら
２

年
１
カ
月
前
（
納
付
済
み
の
月
は
除
く
）
ま
で
。

【
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
】

○
病
気
や
不
慮
の
事
故
等
で
重
い
障
が
い
が

残
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。

○
全
額
・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
額
に
国
庫
負
担
分
が
反
映
さ
れ
、
受

給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

○
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
反
映

さ
れ
ま
す
が
、
後
払
い
（
追
納
）
し
な
い
と

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
未
払
い
の
保
険
料
を

納
付
す
る
追
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
、
将
来
の
老
齢
年
金
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、決
し
て
「
納
め
な
く
て
大
丈
夫
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
将
来
も
ら
え
る
年
金
額

は
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
10
年
以
内
な
ら
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
支
払

え
る
状
況
に
な
れ
ば
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
度
過
ぎ
る
と
当
時

の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
（
追
納
）
を
希
望
す
る
場

合
は
年
金
事
務
所
に
納
付
書
の
再
発
行
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間
・
場
所

　

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
末
日

　

○
桂
川
町
役
場 

住
民
課 

住
民
年
金
係
（
２
番

　
　

窓
口
）
☎
６
５
・
３
３
０
１

　

○
直
方
年
金
事
務
所　

　
　

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
０
９
０
５

災害・失業等の
理由が発生した年 特例免除の申請が可能な期間

平成 22 年 平成 24 年３月～平成 24 年６月

平成 23 年 平成 24 年３月～平成 25 年６月

平成 24 年 災害・失業等の前月～平成 26 年６月

平成 25 年 災害・失業等の前月～平成 27 年６月

特例免除の申請が可能な期間（平成 26 年４月に申請する場合）

４月から国民年金保険料額が変わります。
平成 26 年度（平成 26 年４月～平成 27 年３月）の保険料は、

月額 15,250 円です。

01

平成 26 年４月申請平成 25 年７月

改正前

改正後

平成 26 年４月申請平成 25 年４月

改正前

改正後

（例）平成 26 年４月に保険料免除などを申請した場合の申請可能期間

平成 24 年３月

＜保険料免除・若年者納付猶予＞

平成 24 年３月

＜学生納付特例＞

02

03

●国民年金制度が改正されます

保険料の納付が困難な場合、
保険料の免除制度があります

P I N TO

平成 26 年４月から「国民年金制度に関する法律」が改
正されます。この改正のポイントなどをご紹介します。

国民年金制度が改正されます

※学生納付の場合、翌々年の３月まで。

平 26. 広報けいせん ４月　　 10 頁11 頁　 平 26. 広報けいせん ４月



　

桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

町政トピックス

桂
川
町
自
治
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

桂
川
町
自
治
基
本
条
例
は
継
続
調
査
に

1

○ 

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

詳
し
く
は
、
税
務
課
収
納
対
策

室
（
☎
６
５
・
１
０
７
６
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
知
ら
せ

水
道
修
繕
当
番

≫
 

５
月

㈲
福
岡
設
備
☎
６
５
・
１
０
３
５

㈱

草

場
☎
７
２
・
０
１
２
２

内 訳 前月比 前年比

人 口 14,052 人 - 13 - 111

男 性 6,615 人 - 3 - 35

女 性 7,437 人 - 10  - 76

世帯数 6,220 戸 2  12

（平成 26 年２月末現在）

人
の
う
ご
き

≫
 

固
定
資
産

第
１
期
分

≫
 

４
月

谷

口

住

設
☎
６
５
・
３
２
５
３

福
豊
設
備
工
業
☎
７
２
・
０
７
１
４

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

【
改
定
内
容
】

○
消
費
税
相
当
分
の
改
定

　

今
回
の
改
定
は
消
費
税
相
当
分
を
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
、
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
改
定
日
と
経
過
措
置

　

平
成
26
年
５
月
分
か
ら
料
金
改
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

領
収
書
に
は
、平
成
26
年
５
月
分
（
４
月
使
用
分
）
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　
　

水
道
課 

水
道
係　

☎
６
５
・
３
２
４
１

2
消
費
税
増
税
に
伴
う

水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

【開館時間】火曜日～土曜日：９時 30 分 ～ 18 時 30 分
　　　　　 日曜日：９時 30 分 ～ 17 時

〈図書館カレンダー〉 ■は休館日です。

○は、ミニミニおはなし会開催日（14 時～）

日 月 火 水 木 金 土
４月 ５月

日 月 火 水 木 金 土

 5
 12
19
26

6
13
 20
27

1
8 
15
22
29

 

7
14
 21
28

5 
12
19 
26

3
10
17
 24 
 

１
8
15
 22 
29

2
9
16
 23 
30

4
11
18
 25

7
14
21
28

2
9 
16
23
30

  3 
10
17
24
31

4
11
18
25
     

6
13
20
27

日 月 火 水 木 金 土
４月 ５月

日 月 火 水 木 金 土

 5
 12
19
26

6
13
 20
27

1
8 
15
22
29

 

7
14
 21
28

5 
12
19 
26

3
10
17
 24 
 

１
8
15
 22 
29

2
9
16
 23 
30

4
11
18
 25

7
14
21
28

2
9 
16
23
30

  3 
10
17
24
31

4
11
18
25
     

6
13
20
27

　

　今年で２年目を迎える図書ボランティアの養
成講座では、「ブックトーク」編を講義形式で
開催します。
　「ブックトーク」とは、あるテーマに基づい
て選んだ数冊の本の内容などを、流れに沿って
紹介し、子どもたちの読書への興味を促す手法
です。
　この機会に「ブックトーク」の方法を学んで
みませんか。

【日　時】５月 22 日（木）
　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【場　所】桂川町立図書館 フリースペース

【講　師】福岡県立図書館職員（予定）

【対象者】町内在住者または勤務者
　　　　　（図書館利用カード登録者）

【定　員】30 名（応募多数の場合は抽選）

【参加費】無料

【申込等】５月２日（金）までに桂川町立図書
　　　　館まで（電話申込み可）

「ボランティア養成講座」
　　　　　　　　　参加者募集

　　

　転居やご結婚などで、住所や氏名、電話番
号などが変更になった場合は、来館時にカウ
ンター職員にお知らせください。
　皆さまのご協力をお願いします。

ぎ
や
ま
ん
物
語

　
【
著　

者
】
北
原
亞
以
子

　
【
発
行
所
】
株
式
会
社
文
藝
春
秋

　

ひ
と
皿
で
一
日
分
の
野
菜
が
と
れ
る

　

よ
く
ば
り
レ
シ
ピ

　
　
【
著　

者
】
石
原
洋
子

　
　
【
発
行
所
】
株
式
会
社
日
本
文
芸
社

　

世
界
の
夢
の
図
書
館

　
　
【
発
行
所
】
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

春
、
戻
る

　
【
著　

者
】
瀬
尾
ま
い
こ

　
【
発
行
所
】
株
式
会
社
集
英
社

お
ト
イ
レ
さ
ん
び
ょ
う
き
に
な
る

　
【
作
・
絵
】
き
た
が
わ
め
ぐ
み

　
【
発
行
所
】
株
式
会
社
教
育
画
劇

虹
色
テ
ィ
ア
ラ
シ
リ
ー
ズ
①
～
⑥

　
【
著　

者
】
次
郎
丸
忍　

　
【
画　

家
】
琴
月
綾

　
【
発　

行
】
株
式
会
社
金
の
星
社

江
戸
の
な
ぞ
な
ぞ　

な
ぞ
か
け
食
堂

　
【
著　

者
】
ね
づ
っ
ち

　
【
発
行
所
】
株
式
会
社
理
論
社

New
Book

 図書館だより ☎６５ー４９４６
よ く よ む

お問い合わせは
　 　April

4 月号

01
Topic

02
Topic

あ
お
い
め
の
め
り
ー
ち
ゃ
ん

　
【
作
・
絵
】
か
こ
さ
と
し

　
【
発
行
所
】
偕
成
社

「図書館利用カード」
　　　　　に変更があった場合は…

改定前
（消費税率５％）

改定後
（消費税率８％）

５㎥まで 770 円 790 円

10㎥まで 1,090 円 1,120 円

水道料金の改定表（税込料金）

経過措置イメージ図

３月 ４月 ５月

現　行　料　金 新料金

※超過料金・口径別納付金の消費税率も８％に改定されます。

検針 検針 検針

３
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
本
会
議
の
委
員
長

報
告
で
、
桂
川
町
自
治
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

（
以
下
「
特
別
委
員
会
」）
の
林
英
明
委
員
長
は
、
桂
川
町
自
治
基
本
条
例
制

定
の
調
査
結
果
の
報
告
を
行
い
、
引
き
続
き
継
続
調
査
と
す
る
こ
と
が
本
会

議
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
桂
川
町
自
治
基
本
条
例
は
、
条
例
案

に
つ
い
て
集
中
的
に
調
査
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
後
、
４
回
の
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
前
文
や
条
文
の
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
林
委
員
長
は
報
告
の
中
で
、「
条
文
の
調
査
お
よ

び
さ
ら
な
る
検
証
と
、詳
細
に
わ
た
る
慎
重
審
査
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

今
後
も
継
続
し
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
先　

　

○
桂
川
町
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
　

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　

☎
６
５
・
１
０
８
５

　

○
議
会
や
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

　
　

議
会
事
務
局　

☎
６
５
・
１
１
３
６

平 26. 広報けいせん ４月　　 12 頁13 頁　 平 26. 広報けいせん ４月



子
育
て
中
の
保
護
者
の
支
援
企
画
！

平
成
26
年
度
手
づ
く
り
い
ろ
い
ろ
教
室 

参
加
者
募
集

◆ 桂川町社会福祉協議会 募　集
　

手
作
り
い
ろ
い
ろ
教
室
は
、
子
育

て
中
の
保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

目
的
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
前
回
好
評
だ
っ

た
親
子
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
革
小

物
作
り
に
加
え
新
た
に
産
後
体
操
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
託
児
に
預
け
、
普
段
で

き
な
い
こ
と
を
し
て
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
対　

象
】
町
内
在
住
で
未
就
園
児
の

　

子
育
て
を
し
て
い
る
人

　
（
町
外
の
人
は
定
員
に
余
裕
が
あ
る

　
　

場
合
の
み
受
け
付
け
）

【
費　

用
】
全
５
講
座
で
１
、０
０
０
円

　
（
託
児
料
含
む
）

【
託　

児
】
３
カ
月
ご
ろ
か
ら
（
３
カ

　

月
未
満
の
場
合
は
応
相
談
）

【
申
込
等
】
４
月
21
日
㈪
～
５
月
14
日

　

㈬
ま
で
。
定
員
（
15
人
）
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
。

申
込
・
問
合
先　

　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
６
５
・
２
２
７
１

日　程 時 間 内　容 場　所

第１回 5月27日（火）

10時15分

～

12時15分

親子ベビーマッサージ いきいきセンター「桂寿苑」

第２回 6月 3日（火） 料理 総合福祉センター
「ひまわりの里」第３回 6月17日（火） 革小物作り

第４回 7月 1日（火） 産後体操
いきいきセンター「桂寿苑」

第５回 7月15 日（火） ティータイム交流会

平成 26 年度手づくりいろいろ教室日程表

今
年
は
「
お
客
さ
ん
に
お
も
て
な
し
編
」

平
成
26
年
度
託
児
付
き
料
理
教
室 
参
加
者
募
集

◆ 桂川町社会福祉協議会 募　集
　

お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
食
べ

て
、
マ
マ
友
を
つ
く
る
き
っ
か
け

と
な
る
託
児
付
き
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
一
見
難
し
そ
う
だ

け
ど
意
外
と
簡
単
に
で
き
る
料
理

に
加
え
、
毎
回
お
や
つ
も
作
り
ま

す
。
料
理
が
苦
手
な
人
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

【
時　

間
】
10
時
～
13
時

【
場　

所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
の
里
」
調
理
室

【
対　

象
】
未
就
学
児
・
乳
幼
児
を

子
育
て
中
の
人
ま
た
は
こ
れ
か

ら
子
育
て
が
始
ま
る
人
（
町
内

在
住
者
優
先
）

【
参
加
費
】
全
５
回
分
３
、０
０
０
円

　
（
託
児
料
は
別
途
２
０
０
円
）

【
申
込
等
】
４
月
21
日
㈪
～
５
月
30

日
㈮
ま
で
。
定
員
16
人
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

申
込
・
問
合
先　

　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
６
５
・
２
２
７
１

平成 26 年度託児付き料理教室日程表

日　程 内　容 講　師

第１回 6 月 18 日（水） 麻婆茄子・天津飯・胡瓜とザーサイの和え物・杏仁豆腐 都田智子さん

第２回 7 月 16 日（水） カンパーニュサンド・ラタトゥイユ・抹茶あんみつ 東場晴美さん

第３回 9 月 10 日（水）
大根ごはん・さばの和風チリソース・とろ～りチーズの

ふろふき大根・アップルパイ
桂川町食生活改善推進会

第４回 10 月 29 日（水） 九郎丸のおむすび・イワシのチーズ巻・紅白寒天 桂川町食生活改善推進会

第５回 12 月 17 日（水） 中華ちまき・団子汁・手羽甘辛煮・フルーツボンボン 田中千津代さん

未来ちゃん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　未来ちゃん

お
忘
れ
な
く
手
続
を

タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
赤
い
チ
ケ
ッ
ト
）
申
請
受
付

◆ 健康福祉課 福祉係 お知らせ
　

平
成
26
年
度
「
桂
川
町
重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
の
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
開
始
】
４
月
１
日
㈫
～

3

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】　

○
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳　

○
印
鑑

【
交
付
要
件
】
非
課
税
世
帯
で
左
記
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

　

※
老
人
施
設
お
よ
び
身
障
等
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ

　

り
の
里
」　

☎
６
５
・
０
０
０
１

障
害
手
帳

○
視
覚
障
害
（
１
・
２
級
）

○
上
肢
障
害
（
１
級
）

○
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害（
１
・
２
級
）

○
内
部
機
能
障
害
（
１
級
）

療
育
手
帳

○
等
級
（
Ａ
）

◆ 税務課 税務係 お知らせ

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
お
よ
び
身
体
障
が

い
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
で
軽
自
動
車
を
も
っ
て
い
る
人

な
ど
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
桂
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　

５
月
１
日
付
発
送
の
納
付
書
が
届
い
て
か
ら
納
期
限
７
日
前
ま
で

　

※
申
請
期
間
以
降
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

○
納
税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書
（
５
月
１
日
発
送
予
定
）

　

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

　
　

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か　

○
運
転
免
許
証　

○
印
鑑　

○
申
請
書

【
そ
の
他
】　

　

○
減
免
さ
れ
る
車
は
１
台
に
限
ら
れ
ま
す
。
自
動
車
税
（
普
通
車
）
を
減

　
　

免
す
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

○
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

税
務
課 

税
務
係　

☎
６
５
・
１
０
７
６

◆ 保険環境課 生活環境係 お知らせ

【
ご
み
収
集
の
休
み
】

　

５
月
５
日
㈪
、
６
日
㈫

　

※
５
月
８
日
（
第
２
木
曜
）、９
日
（
第
２
金
曜
）
の
空
き
び
ん
の
回
収
は
、

　
　

５
月
１
日
㈭
、
２
日
㈮
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
し
尿
く
み
取
り
の
休
み
】

 　

○
矢
次
衛
生　
５
月
３
日
㈯
～
５
日
㈪

 　

○
嘉
穂
衛
生　
５
月
３
日
㈯
～
４
日
㈰

 　

○
綜
合
開
発
企
業
組
合　

５
月
３
日
㈯
～
６
日
㈫

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
伴
う

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り
の
休
み
に
つ
い
て

大人気
企画！

「不正大麻・けし撲滅運動」
－きれいなけしの花にご用心－

　きれいなけしの花を見かける季節に

なりましたが、けしには植えて良いも

のと悪いものがあります。

　以下のようなけしを見かけたら、ご

連絡ください。

【植えてはいけないけしの特徴】
○草丈が大きく、開花期は１ｍ以上

○全体が白っぽい緑色をしている

○茎にほとんど毛がない

○茎を抱き込むよう

　に葉が生えている

○葉が大きく長楕円

　形で、まわりの切

　れ込みが浅い

【連絡・問合先】　
嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所
☎２１・４８７６
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　桂川町では、生活習慣病をテーマに「健幸づくりサ

ポート教室」を行っています。

　「病院は受診しているけど、先生や看護師さんはいつ

も忙しいから質問しにくいなぁ…」「検査の数値が悪

いのはわかるけど、具体的にどうすればいいの？」と

思うことはありませんか。病院ではなかなか聞けない、

体の仕組みや検査結果のこと、食事の裏わざなどを保

健師や管理栄養士と一緒に勉強しましょう。

けんこうサポート 【問合先】健康福祉課 健康推進係　☎６５・０００１
　　　　（桂川町総合福祉センター「ひまわりの里」）

　４月上旬にがん検診の「検診票の事前送付の手続書」

を世帯ごとに郵送しています。内容を確認の上、手続を

すると、希望のがん検診の前月に検診票を郵送します。

　スムーズな受診のために、ぜひご活用ください。

　前立腺がん・子宮がん・乳がん（視触診のみ・マン

モグラフィ）は今回の「検診票の事前送付の手続き」

とは別に「受診日の予約」が必要です。

　予約のない人は受診できません。予約期間中（６月

と平成 27 年１月の各５日間）に必ず予約をしてくだ

さい。詳しくは広報・同封チラシをご覧ください。

　なお、これまで表記していた「申込み」と「受診日

の予約」では混乱を招く恐れがありますので、今後は

「検診票の事前送付の手続き」と「受診日の予約」の

表記に変更します。

【時　間】

　○受付…９時 30 分～　

　　（血圧・体重・腹囲などの計測）

　○教室…10 時～ 12 時

　　（保健師・管理栄養士・運動指導士による講話と実技）

【場　所】桂川町総合福祉センター「ひまわりの里」

【参加費】無料

開催日程 テーマ 対象者

５ 月 ８日（木） 11 月 12 日（水）
ダイエット

（調理実習）
BMI25 以上（BMI ＝体重ｋｇ÷身長ｍ÷身長ｍ）
またはダイエットに興味のある人

６月 12 日（木）12 月 18 日（木） 高血圧症
収縮期血圧 140 ｍｍ Hg 以上、または拡張期血圧 90 ｍｍ Hg 以上
の人。高血圧の薬を飲んでいる人。高血圧について興味のある人。

７月 10 日（木）１月 15 日（木） 糖尿病
空腹時血糖 100mg/dl 以上、HbA1c（JDS 値）5.2％以上、または
HbA1c（NGSP 値）5.6%以上の人。糖尿病の薬を飲んでいる人。
糖尿病について興味のある人

８月 19 日（火）１月 21 日（水） 脂質異常症
中性脂肪 150mg/dl 以上、HDL コレステロール 40mg/dl 未満、ま
たは LDL コレステロール 120mg/dl 以上の人。脂質異常症の薬を
飲んでいる人。脂質異常症に興味のある人

９月 10 日（水）２ 月 ５ 日（木） 運動 サポート教室参加者で運動制限がない人

10 月９日（木）３月 12 日（木） 腎臓病
クレアチニン（男性）1.1-1.2　（女性）0.8-0.9、または尿タンパ
ク（＋）以下の人。腎臓病の薬を飲んでいる人。腎臓病について興
味のある人。※タンパク（＋）且つ潜血（＋）は対象外

３月 27 日（金） まとめ
血液検査（血糖、HbA1c、ＬＤＬ、ＨＤＬ、中性脂肪、クレアチニン）
サポート教室参加者で希望者 70 人。結果説明は４月に実施。

　がん検診には、
　「検診票の事前送付の手続き」と「受診日の予約」が必要です

表　記 内　容

「検診票の事前

送付の手続き」

　希望のがん検診の検診票を事前に

自宅に郵送するための手続きです。

郵送された検診票に、事前に記入し

てがん検診を受診することで時間の

短縮ができます。

　この手続きは予約ではありません。

「受診日の予約」

　子宮がん・乳がん・前立腺がん検

診を受診する日の予約のことです。

これらの検診は、一日に受診できる

人数が決まっています。確実に受診

できるように必ず予約をしてくださ

い。

「検診票の事前送付の手続き」と「受診日の予約」

未来ちゃん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　未来ちゃん

◆ 保険環境課 医療介護保険係 お知らせ

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

70
歳
～
74
歳
医
療
費
窓
口
負
担
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
は
、
法
律
上
２
割
と
な
っ

て
お
り
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１

割
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
26
年
度
か
ら
、
こ
の
特
例
措
置
が

見
直
さ
れ
ま
す
。

　

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者

の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
平
成
26
年
４
月
２

日
以
降
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

人
か
ら
、
下
表
の
と
お
り
段
階
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

医
療
介
護

　

保
険
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

対象者 適用時期 負担割合

平成 26 年４月２日以降に
70 歳の誕生日を迎える人

70 歳の誕生日の
翌月から（※１）

２割（※２）

平成 26 年４月１日までに
70 歳の誕生日を迎えた人

１割（※２）

（※１）各月１日が誕生日の人はその月から。
（※２）一定の所得がある人は、従来どおり３割負担。

国民健康保険被保険者に係る窓口負担見直し対象者

桂
川
町
住
宅
改
修
事
業
補
助
金
制
度

お
住
ま
い
の
住
宅
改
修
を
補
助
し
ま
す

◆ 産業振興課 商工統計係 お知らせ
　

桂
川
町
住
宅
改
修
事
業
補
助
金
制
度
は
、
現
在
お
住
ま
い

の
住
宅
の
改
修
費
用
の
一
部
を
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　

※
桂
川
町
住
宅
改
修
補
助
金
交
付
申
請
を
行
い
、
交
付
決

定
を
受
け
た
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
交
付
決
定
前
に
着

工
・
完
了
し
て
い
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
補
助
対
象
者
】（
以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

○
住
宅
改
修
事
業
補
助
金
制
度
申
込
み
日
に
お
い
て
、
町
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人

○
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
人

○
対
象
と
な
る
住
宅
改
修
が
、
町
で
実
施
し
て
い
る
他
の
補
助
金
な
ど
を
受

け
る
予
定
が
な
い
人

○
町
税
な
ど
滞
納
の
な
い
人（
※
生
計
を
一
に
す
る
同
一
世
帯
の
人
も
含
む
）

【
補
助
対
象
住
宅
・
工
事
】（
以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

○
町
内
在
住
の
人
が
町
内
に
所
有
す
る
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
の
住
居
部
分

お
よ
び
集
合
住
宅
の
専
有
部
分

○
町
内
の
施
工
業
者
お
よ
び
代
表
者
が
桂
川
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
施
工

業
者
が
行
う
改
修
工
事

○
工
事
費
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
別
）
で
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

完
了
届
を
提
出
で
き
る
改
修
工
事

　

※
補
助
金
交
付
の
対
象
に
な
ら
な
い
工
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

改
修
工
事
費
用
（
消
費
税
別
）
の
１
割
に
相
当
す
る
金
額
で
１
、０
０
０
円

未
満
切
り
捨
て
。
た
だ
し
、
上
限
は
10
万
円
。

申
込
・
問
合
先　

産
業
振
興
課 

商
工
統
計
係　

☎
６
５
・
１
１
０
６

　平成26年度　健幸づくりサポート教室

桂
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催

陸
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
“
ペ
タ
ン
ク
”
を
楽
し
も
う

◆ 社会教育課 社会体育係 催　し
　

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、「
陸
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
」と
呼
ば
れ
る“
ペ

タ
ン
ク
”
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

【
日　

時
】
５
月
11
日
㈰　

９
時
～
受
付　

９
時
30
分
～
開
会

【
場　

所
】
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
対　

象
】
町
内
在
住
の
人
（
参
加
費
無
料
）

【
申
込
締
切
】
５
月
７
日
㈬

申
込
・
問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
体
育
係
（
桂
川
町
総
合
体
育
館
）

☎
６
５
・
５
１
４
５

お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら

　

４
月
は
「
未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
調
月
間
」
で
す
。
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毎
月
第
３
木
曜
日
に
、
住
民
セ
ン
タ
ー
で

１
人
30
分
間
の
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
な
ど
で

予
約
を
し
た
上
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

４
月
17
日
㈭　

５
月
15
日
㈭

　
　
　
　

６
月
19
日
㈭　

13
時
～
16
時

場　

所　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

問
合
先　

桂
川
町
役
場 

総
務
課 

庶
務
係

　

☎
６
５
・
１
１
０
０

日　

時　

　

○
電
話
相
談

　
　

４
月
26
日
㈯
10
時
～
27
日
㈰
12
時

　

○
面
談
相
談
（
要
予
約
）

　
　

４
月
26
日
㈯
～
27
日
㈰

内　

容　

借
金
問
題
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、

　

悪
質
商
法
、
離
婚
、
Ｄ
Ｖ
な
ど

相
談
先　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

面
談
予
約
・
問
合
先　

　

☎
０
９
２
・
７
４
１
・
０
９
９
７

採
用
予
定
数
・
試
験
日

　

○
警
察
官
Ａ
（
試
験
日
：
５
月
11
日
㈰
）

　
　

男
性
１
４
７
人
、
女
性
16
人
、
武
術

　
　

指
導
３
人　

　

○
警
察
官
Ｃ
（
試
験
日
：
５
月
４
日
㈰
）

　
　

経
済
、
語
学
（
英
語
、
韓
国
・
朝
鮮

　
　

語
）、
情
報
工
学　

各
２
人

受
付
締
切　

４
月
21
月
㈪
ま
で

問
合
先　

　

○
県
警
察
本
部 

警
務
課 

採
用
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
２
・
６
２
２
・
０
７
０
０

　

○
飯
塚
警
察
署

　
　

☎
２
１
・
０
１
１
０

日　

時　

５
月
５
日
㈷　

12
時
～

場　

所　

長
谷
山
山
頂

　

※
天
候
不
良
の
場
合
は
、
長
谷
一
里
館

内　

容　

山
菜
の
天
ぷ
ら
や
炊
き
込
み
ご

飯
が
振
る
舞
わ
れ
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

申
込
・
参
加
費
不
要
。
直
接
現

地
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

長
谷
山
を
愛
す
る
会 

事
務
局

　

☎
０
９
０
・
７
４
４
５
・
０
６
６
０

　

☎
０
９
０
・
３
６
０
２
・
７
８
２
０

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら

受
け
る
暴
力
で
す
。
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
な
く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、
電
話
や
外
出

を
制
限
す
る
な
ど
も
暴
力
に
あ
た
り
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
（
す
べ
て
年
末
年
始
を
除
く
）

　

○
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
　

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
４
０
７
０

　
　
（
平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　

○
女
性
相
談
所

　
　

☎
０
９
２
・
７
１
１
・
９
８
７
４

　
　
（
平
日　

９
時
～
17
時
15
分
）

　

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話

　
　

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
０
４
２
４

　
　
（
平
日　

17
時
15
分
～
24
時
、

　
　
　

土
・
日
・
祝
日　

9
時
～
24
時
）

　

福
岡
県
警
で
は
、
平
成
26
年
度
に
警
察

官
３
９
０
人
を
２
回
に
分
け
て
募
集
し
ま

す
。
福
岡
を
守
る
強
い
気
持
ち
を
持
っ
た

あ
な
た
の
挑
戦
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
相
談

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

福
岡
県
海
外
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
福
岡
県

出
身
戦
没
者
の
方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
排
団
員
を
募
集

し
ま
す
。
参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

左
記
の
地
域
に
お
い
て
戦
没
さ

れ
た
本
県
出
身
の
軍
人
、
軍
属
ま
た
は

準
軍
属
の
遺
族(

配
偶
者
、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
）

巡
拝
地
域
・
予
定
時
期

　

○
中
国
東
北
部　

７
月
下
旬

　

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部　

11
月
中
旬　

定　

員　

各
15
人

申
込
・
問
合
先

　

一
般
財
団
法
人　

福
岡
県
遺
族
連
合
会

　

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２

日　

時　

４
月
21
日
㈪
～
４
月
25
日
㈮

　

○
昼
の
部　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

○
夜
の
部　

18
時
～
21
時

内　

容　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
、
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
０
の　

基
本
的

機
能
の
理
解
と
操
作
（
定
員
各
部
10
人
）

場　

所　

福
岡
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
飯
塚
市
幸
袋
五
二
六
ー
一
）

受
講
料　

１
０
、０
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

嘉
飯
桂
産
業
振
興
協
議
会

　

☎
２
１
・
３
７
７
７

暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

　
「
か
ち
歩
き
大
会
～
飯
塚
市
・
桂
川
町
・

嘉
麻
市
浪
漫
ウ
ォ
ー
ク
～
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。「
Ｂ
級
グ
ル
メ
ｉ
ｎ
嘉
麻
の
里
」

も
同
時
開
催
。

日　

時　

４
月
29
日
㈷

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

　
（
飯
塚
市
飯
塚
一
四
ー
六
六
）

コ
ー
ス　

39
㎞
、
28
㎞
、
13
㎞
、

　
　
　
　

７
・
５
㎞
（
ス
イ
ー
ツ
コ
ー
ス
）

参
加
費　

　
【
高
校
生
以
上
】　

①
事
前
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

②
当
日
１
、５
０
０
円

　
【
小
・
中
学
生
】　

③
５
０
０
円

　
【
７
・
５
㎞
（
ス
イ
ー
ツ
コ
ー
ス
）】

　
　
　
　
　

①
②
③
に
５
０
０
円
プ
ラ
ス

問
合
先　

嘉
麻
の
里 

夢
・
未
来
を
考
え
る
会

☎
０
９
０
・
３
７
３
３
・
０
０
７
７

　
　

h
ttp

://w
w

w
.geo

cities.jp
/

　
　

kach
iyu

m
e/

　

Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、
駅
長
お
す
す
め
の
Ｊ

Ｒ
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、
Ｊ
Ｒ
沿
線
の

各
駅
で
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
他
に
も
様
々
な
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

日　

時　

５
月
17
日
㈯　

13
時
～
16
時

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

　
（
飯
塚
市
飯
塚
一
四
ー
六
六
）

内　

容　

医
師
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

テ
ー
マ
「
心
筋
梗
塞
に
立
ち
向
か
う
～
治

療
の
最
前
線
と
知
っ
て
お
き
た
い
初
期

症
状
～
（
仮
）」

問
合
先　

飯
塚
病
院 

広
報
室

　

☎
２
２
・
３
８
０
０

内　

容　

　

①
講
座
「
聴
く
ア
ラ
カ
ル
ト
」

　

②
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ

　

③
中
高
年
里
山
歩
き
ゼ
ミ

　

④
筑
豊
郷
土
史
ゼ
ミ

　

⑤
文
学
ゼ
ミ
「
金
子
み
す
ゞ
の
世
界
」

場　

所　

福
岡
県
立
大
学
ほ
か

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈫
～
５
月
９
日
㈮

年
会
費　

１
万
円(

重
複
受
講
は
１
つ
の

　

講
座
毎
に
３
、０
０
０
円
）

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
立
大
学
付
属
研

究
所 

生
涯
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー
付 

筑

豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会

　

☎
０
８
０
・
５
２
１
０
・
０
２
４
５

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
方
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

　

左
記
の
地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

で
実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳
以
下
の

人
（
配
偶
者
、
父
、
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
）

　

た
だ
し
、
応
募
人
数
が
募
集
人
数
を
下

回
っ
た
場
合
、
自
費
参
加
を
了
承
す
る
人

に
限
り
、弾
力
的
運
用
を
認
め
て
い
ま
す
。

（
戦
没
者
の
孫
、
参
加
す
る
遺
族
の
配
偶

者
、
甥
、
姪
）

巡
拝
地
域
・
予
定
時
期

○
旧
ソ
連
…
ア
ム
ー
ル
州
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
地
方
、
沿
海
地
方
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
共
和
国

○
中
国
…
中
国
東
北
地
方

○
南
方
…
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン

ド
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸

島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
、
硫
黄
島

※
各
地
域
の
巡
拝
実
施
時
期
や
期
間
、

募
集
定
員
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　

桂
川
町
役
場 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　

☎
６
５
・
０
０
０
１

　

福
岡
県
福
祉
労
働
部 

保
護
・
援
護
課

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

平
成
26
年
度
福
岡
県
警
察
官
募
集

雇
用
・
試
験

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【「
自
然
と
歴
史
と
農
の
里
」
～
黒
田
家
ゆ

　

か
り
の
地
を
た
ず
ね
て
～
】

　

○
日　

時　

４
月
27
日
㈰

　
　

８
時
30
分
～
11
時
ま
で
受
付

　

○
ス
タ
ー
ト
駅　

桂
川
駅

【
必
見
！
生
き
て
い
た
炭
鉱
「
原
口
炭
鉱 

　

大
門
坑
」
と
鳥
羽
公
園
を
歩
こ
う
！
】

　

○
日　

時　

５
月
３
日
㈯

　
　

８
時
30
分
～
11
時
ま
で
受
付

　

○
ス
タ
ー
ト
駅　

浦
田
駅

問
合
先　

Ｊ
Ｒ
沿
線
各
駅

　
　

h
ttp

://w
w

w
.jrw

alkin
g.co

m
/

　

嘉
穂
高
等
学
校
で
は
、平
成
27
年
４
月
、

中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
新
た
に
開
校
さ

れ
る
中
学
校
の
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

新
中
学
校
の
「
校
名
」
と
し

　

て
ふ
さ
わ
し
い
名
称
と
意
味
・
由
来

応
募
締
切　

４
月
25
日
㈮

応
募
方
法　
「
校
名
」
と
そ
の
意
味
・
由

　

来
を
併
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
書
面

　
（
書
式
自
由
）
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
人
で
複
数
の
応
募
可
。

提
出
・
問
合
先　

福
岡
県
立
嘉
穂
高
等
学

　

校
（
飯
塚
市
潤
野
八
番
地
一
二
）

　

☎
２
２
・
０
２
１
３

　
　

２
３
・
８
８
１
２

か
ち
歩
き
大
会
参
加
者
募
集

催
し
・
募
集

Ｊ
Ｒ
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
春
編
）

第
14
期
筑
豊
市
民
大
学
募
集

中
高
一
貫
教
育
校
「
校
名
」
募
集

飯
塚
病
院
ふ
れ
あ
い
市
民
講
座

　

各
種
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

相
談
・
法
律

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

長
谷
山
を
愛
す
る
会
「
新
緑
祭
」

催
し
・
募
集

HP

HPFAX

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内
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福
岡
県
で
は
、
県
内
に
在
住
し
て
い
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
対

応
す
る
た
め
、「
外
国
人
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
よ
り
相
談
形
態
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
外
国
人
の
相
談
窓
口
の
ご
紹
介
】

【
問
合
先
】
隣
保
・
人
権
同
和
教
育
係
（
桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
６
５
・
１
１
８
７　

－人権だより－
vol.37

城戸 正則さん（笹尾一）
Kido Masanori

けいせんびと
「『
あ
り
が
と
う
』
と
感

謝
の
言
葉
を
も
ら
え
る

お
宅
が
あ
る
限
り
、
続

け
て
い
き
た
い
」

～話題の人・団体～

笹
尾
一
区
「
福
祉
部
パ
ト
ロ
ー
ル
」

　

城
戸
さ
ん
は
、
近
所
付
き
合
い
や
地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
い
う
、
日

本
全
体
を
取
り
巻
く
風
潮
に
強
い
懸
念

を
感
じ
て
い
る
。

　
「
以
前
、
地
区
の
あ
る
お
年
寄
り
の
夫

婦
の
家
が
、
３
日
間
昼
も
夜
も
電
気
が

付
い
た
ま
ま
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
不
審
に
思
っ
た
区
長
と
私
が
中
に

入
っ
て
み
る
と
、
旦
那
さ
ん
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
脳
卒
中
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
奥
さ
ん
が
認
知
症
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

も
っ
と
早
く
近
所
が
異
常
に
気
付
い

て
あ
げ
て
い
れ
ば
…
。
こ
の
よ
う
な
体

験
を
経
て
、
近
所
付
き
合
い
の
大
切
さ

を
痛
感
し
た
城
戸
さ
ん
。
自
ら
の
足
で

福
祉
部
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
一
人
一

人
に
声
を
か
け
る
。

　
「
中
に
は
、
訪
問
先
で
『
う
ち
に
は
来

な
く
て
い
い
』
と
突
っ
ぱ
ね
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
、

『
あ
り
が
と
う
』
と
感
謝
の
言
葉
を
も
ら

え
る
お
宅
が
あ
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
頑

張
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

団体名称 電話番号 受付時間
（年末年始除く） 対応言語 相談形態

（公財）福岡県国際交流セン
ターこくさいひろば ☎０９２・７２５・９２００ 毎日

10 時～ 19 時
日、英、中、
韓

面談、電話、
メール

（公財）北九州国際交流協会

外国人インフォメー
ションセンター ☎０９３・６４３・６０６０ 火～金曜日

10 時～ 19 時
日、英、中、
韓

面談、電話、
メール

外国人インフォメー
ションセンター小倉
北区出張所

☎０８０・５２７８・８４０４ 水・木曜日
10 時～ 16 時

日、英、中、
韓 面談、電話

（公財）福岡国際交流協会　
レインボープラザ ☎０９２・７３３・２２２０ 毎日

10 時～ 20 時
日、英、中、
韓 面談、電話

福岡市東区役所
（市民相談室） ☎０９２・６３１・２１９２

月曜日
13 時～ 16 時 英 面談、電話

木曜日
13 時～ 16 時 中 面談、電話

（公財）久留米観光コンベン
ション国際交流協会 ☎０９４２・３１・１７１７ 月～金曜日

９時～ 17 時 日、英、中 面談

（特活）グローバルライフサ
ポートセンター ☎０９２・２８３・８８８０ 月～金曜日

９時～ 17 時
日、英、中、
韓、タガログ 面談、電話

県内の主な外国人相談窓口

学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）
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し
て
季
節
に
応
じ
た
た
く
さ
ん
の
花
や
野
菜

を
栽
培
し
ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ビ
オ

ラ
、
パ
ン
ジ
ー
な
ど
も
ど
ん
ど
ん
生
長
し
て

お
り
、
園
児
た
ち
は
き
れ
い
な
花
が
咲
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
も
ぐ
ら
の
被
害
に
あ
い
ま

し
た
が
、
夏
野
菜
、
冬
野
菜
が
た
く
さ
ん
収

穫
で
き
ま
し
た
。
収
穫
し
た
野
菜
は
昼
食
の

と
き
に
食
べ
た
り
、
保
護
者
会
の
協
力
を
得

て
、
カ
レ
ー
や
雑
煮
な
ど
を
作
っ
て
も
ら
っ

た
り
し
て
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し

た
。
他
に
も
、ふ
か
し
芋
や
焼
き
芋
に
し
た
り
、

落
花
生
は
、
自
分
た
ち
で
殻
を
む
き
、
バ
タ
ー

ピ
ー
ナ
ツ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
家
に
持
っ

て
帰
っ
た
野
菜
は
、

弁
当
の
お
か
ず
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
弁

当
の
中
に
野
菜
が
１

品
は
い
る
な
ど
、
野

菜
嫌
い
の
子
も
少
し

ず
つ
野
菜
を
食
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
で
収
穫

の
喜
び
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
１
年
で

し
た
。

　

携
帯
電
話
等
は
、

①
18
歳
ま
で
持
た
せ
な
い
。

②
必
要
な
時
は
親
の
携
帯
を
貸
す
。

③
持
た
せ
た
な
ら
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能

　

を
利
用
さ
せ
る
。
夜
８
時
以
降
は
親
が
預

　

か
る
。

④
ル
ー
ル
を
決
め
、
守
れ
な
い
時
は
解
約
す

　

る
。

な
ど
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
む
け
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
協
議
し
な
が
ら
、
対
策
を
練
っ
て
い

き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
等
で
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　

中
高
生
で
急
増
中
！　

　

桂
川
中
学
校　　
　
　
　
　

校
長　

安
永 

保
之

　

福
岡
県
中
学
校
の
約
88
％
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
（
携
帯
電
話
）
に
関
係
す
る
生
徒

指
導
上
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
多
く

は
相
手
を
誹
謗
中
傷
す
る
書
き
込
み
で
す
。

学
校
は
携
帯
電
話
等
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し

て
い
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
後

に
保
護
者
な
ど
か
ら
の
連
絡
で
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
携
帯
電
話
等
の
所
持
は
家
庭
の
問

題
で
あ
り
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
関

係
で
、
解
決
に
多
く
の
時
間
と
関
係
機
関
と

の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
日
本
大
学
の
大
和

田
隆
教
授
を
代
表
と
す
る
研
究
チ
ー
ム
が
、

「
ネ
ッ
ト
依
存
」
の
中
高
生
は
51
万
人
を
超

え
る
と
公
表
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
長
時
間
使
い
続
け
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ

ず
、
睡
眠
不
足
、
昼
夜
逆
転
、
欠
席
、
成
績

低
下
、
引
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も
が
増
加

し
て
い
る
実
態
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

桂
川
中
学
校
生
徒
の
携
帯
電
話
等
の
所
持

率
は
県
平
均
よ
り
18
％
低
い
35
％
で
す
。
こ

の
35
％
の
生
徒
が
、
今
後
も
ラ
イ
ン
や
チ
ェ
ー

ン
メ
ー
ル
で
の
書
き
込
み
に
よ
り
ケ
ン
カ
や

い
じ
め
な
ど
に
関
わ
る
可
能
性
、
ネ
ッ
ト
依

存
症
と
な
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
年
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

桂
川
幼
稚
園

園
長　

長
野 

陽
一

　

本
園
で
は
、
運
動
遊
び
や
花
、
野
菜
の
栽

培
活
動
を
通
し
て
、
異
年
齢
児
と
の
関
わ
り

を
深
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
た
。

　

運
動
遊
び
で
は
、
全
園
児
が
運
動
場
に
集

合
し
、
毎
朝
15
分
間
の
運
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
全
員
で
体
操
し
、
運
動
場
を
走
っ
た

後
は
、
各
学
級
そ
れ
ぞ
れ
で
運
動
を
し
ま
す
。

運
動
会
で
は
、
年
長
児
は
全
員
が
竹
馬
を
使
っ

て
入
場
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
が
終
わ
っ
た
後
は
、
毎
朝
登
園
し

て
来
た
子
か
ら
遊
戯
室
で
、
逆
上
が
り
、
跳

び
箱
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
逆
上
が
り
、
跳
び

箱
５
段
は
、「
や
れ
ば
で
き
る
」
を
実
感
す
る

に
は
も
っ
て
こ
い
の
運
動
で
す
。
毎
日
の
練

習
の
成
果
が
現
れ
、
年
長
児
は
８
割
以
上
の

子
が
両
方
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年

中
児
も
年
長
児
を
見
習
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
で
き
る
子
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
が
楽
し
み
で
す
。

　

花
や
野
菜
の
栽
培
活
動
で
は
、
１
年
を
通

「
桂
川
っ
子
」
の
文
字
は
、

桂
川
中
学
校
美
術
部
員
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
「
山
下
さ
ん
、
元
気
し
ち
ょ
ー
ね
？
」

　

笹
尾
一
区
福
祉
部
で
は
、
毎
月
、
地

区
に
住
む
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

家
を
訪
問
す
る
「
福
祉
部
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
つ
い
て
、

同
区
福
祉
部
長
の
城
戸
正
則
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。

　

活
動
を
始
め
た
の
は
平
成
15
年
。
当

時
同
区
の
民
生
委
員
だ
っ
た
斉
藤
敏
子

さ
ん
が
発
起
人
と
な
り
、「
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
に
声
を
か
け
よ
う
」
と
活

動
が
始
ま
っ
た
。

　

活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
笹
尾
一
区

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
約
20
人
が
中
心
。

１
班
３
人
で
構
成
さ
れ
る
班
が
、
７
班

に
分
か
れ
、
月
１
回
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
の
家
を
訪
問
す
る
。
訪
問
軒

数
は
、
１
回
あ
た
り
20
～
30
軒
。
声
を

か
け
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
、
体
調
や

困
っ
た
こ
と
な
ど
を
聞
き
、
ノ
ー
ト
に

記
録
す
る
。

桂川中学校生徒の携帯電話の所持率（平成 25 年７月現在）

29%

37%

44%

38%

71%

63%

56%

62%

１年生

２年生

３年生

全学年

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

：所持率 ：非所持率
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平成　　　　　 年度

サークル・教室・講座 会員募集26
お申込みは各代表者へ電話または直接会場へ！

N ew Circle 新しいサークルなどを紹介します。

住民センター

指導者　楠見 福太郎
代表者　片岡 セイ子　☎ 65・4109
活動日　第２・４火曜日 /13:00 ～ 15:00
会費等　月額 4,000 円（会費込）

01  筑豊会（民謡）

指導者　有吉 嶺嵐（師範）
代表者　溝部 嘉隆　☎ 62・3835
活動日　毎週木曜日 /14:00 ～ 16:00
　　　　（曜日・時間等などご相談ください）
会費等　月額 3,000 円

02  青山会（詩吟）

指導者　小島 典夫
代表者　林田 勇　☎ 65・0040
活動日　毎週水曜日 /19:00 ～ 21:00
会費等　月額 2,000 円

03  桂謡会（謡曲）

指導者　矢野 京子
代表者　神﨑 鈴子　☎ 65・0511
活動日　第１日曜日・第３水曜日
　　　　13:00 ～ 16:00
会費等　月額 1,500 円

04  短歌会

指導者　大庭 土筆
代表者　藤田 光久　☎ 65・1753
　　　　花田 ムツ子　☎ 65・0431
活動日　第３木曜日 /12:00 ～ 16:00
会費等　１回 1,000 円

05  俳句会

指導・代表　金 美英
　　　　☎ 090・3798・0887
活動日　毎週水曜日 /13:30 ～ 14:30
　　　　　　　　　/18:30 ～ 19:30
会費等　会費 3,000 円

06  韓国語サークル

指導・代表　吉住 和代　☎ 65・2796　
活動日　金曜日（月２回）/10:30 ～ 12:30
会費等　月額 3,000 円
その他　随時見学受付中！

07  大正琴 琴線会

指導者　佐々木 香華（家元）
代表者　澤田 志津子　☎ 62・5306
活動日　第２・４水曜日 /10:30 ～ 12:30
会費等　月額 3,000 円

09  香弦流 真珠の会

指導・代表　都築 健二　☎ 65・5134
活動日　毎週火曜日 /10:00 ～ 12:00
会費等　月額 1,000 円

10  クラシックギターサークル「楽」

指導者　緒方 園美
代表者　占部 陽子　☎ 65・4501
活動日　木曜日（月３回）/19:30 ～ 21:00
会費等　月額 2,000 円
その他　男性も大歓迎！

11  ひまわり（コーラス）

指導者　寺井 安江（キングレコード）
　　　　☎ 62・3694
活動日　第１～３木曜日 /13:00 ～ 15:00
会費等　月額 2,500 円

12  寺井歌謡教室

指導者　宮崎 恵美子・江島 純子
代表者　八尋 佐喜夫
　　　　　　 0120・70・5020
活動日　毎週随時募集中
　　　　（曜日・時間等はご相談ください。）
会費等　無料
ホームページ　http://www.kimono-soubi.com

13  着付け教室

指導・代表　田中 壽子　☎ 65・0083
活動日　第１～３火曜日 /17:00 ～ 19:00
会費等　月額 3,000 円

14  茶道（表千家）

指導・代表　田牧 壮平　☎ 65・5491
活動日　第２・４土曜日 /13:00 ～ 16:00
会費等　月額 2,000 円

（※ただし高校生以下は 1,000 円）

15  油絵・水彩画教室

指導者　深谷 喜代美
代表者　大里 都　☎ 65・5465
活動日　木曜日（月３回）/19:45 ～ 21:45
会費等　月額 3,000 円 / 材料代は自費

16  籐手芸サークル

代表者　安永 徹　☎ 65・4718
活動日　毎週土曜日 /18:30 ～ 21:00
会費等　月額 1,000 円

（※ただし中学生以下 は 300 円）

18  王塚太鼓

指導者　中野 吉和
代表者　緒方 克州　☎ 65・0214
活動日　○囲碁教室
　　　　　毎週土曜日 /12:30 ～ 17:00
　　　　○囲碁大会
　　　　　原則第４日曜日/12:30 ～ 17:00
会費等　入会費 1,000 円
その他　初心者大歓迎！

19  囲碁クラブ

開催日　５月～２月の第３火曜日
内　容　教養コース・専門コース（園芸・

習字・民謡）
対象者　町内在住の 60 歳以上
申込期限　４月 25 日（金）まで
申込先　住民センター　☎ 65・2007

20  ことぶき大学講座

総合福祉センター

指導者　救仁郷 登美子
事務局　棚町 貞子　☎ 65・0316
活動日　第１～３金曜日 /10:30 ～ 12:00
受講料　月額3,000円（無料レッスン実施中）
対　象　63 歳以上

◇　ＴＡＯエナジー気づきの体操

指導者　吉田 美智子
代表者　高橋 ヨシエ　☎ 65・1116
活動日　毎週月曜日 /13:00 ～ 15:00
会費等　月額 2,000 円

◇　太極拳サークル桂川教室

桂寿苑

指導者　八児 紫石（土師焼窯元）
募集人員　午前の部 ９人、午後の部 ５人
　　　　（定員になり次第締切）
受講料　月額 4,000 円
申込先　総合福祉センター　☎ 65・0001

◇　陶芸サークル

　日本舞踊は、小さなお子さまから大人
の方まで気軽に楽しめ、姿勢が良くなり
健康にも良いお稽古ごとです。一緒に踊
りませんか。日本舞踊に興味のある方、
お待ちしております。

指導・代表　若柳 素朱
　（住民センター　☎ 65・2007）
活動日・場所
　　　　○毎週水曜日 19:00 ～ 20:00
　　　　　（飯塚稽古場）
　　　　○毎週木曜日 19:00 ～ 20:00
　　　　　（住民センター）
　　　　○毎週土曜日 12:00 ～ 15:00
　　　　　（飯塚稽古場）
会費等　月額 6,500 円（個人稽古の場合）

◇　若柳流　ふじの会

スポーツ
S ports各施設で行われているサークルなどを紹介します。

【スポーツの各教室の　　　　
　　　　　　　申込・問合先】
桂川町総合体育館　☎ 65・5145

武道場

会　長　長瀬 俊夫
活動日　毎週火・木曜日 /18:30 ～ 20:30
対　象　幼児年長から（有段者可）
会費等　月額 1,000 円 / 入会金 3,000 円

◇　講道館 柔道桂川「孜
し し

孜の会」

指導者　足立 幸信
活動日　毎週月・水・木曜日/18:30 ～ 21:00
対　象　幼児年長から
会費等　月額 2,000 円

◇　修刀館 剣道教室

指導者　工藤 浩
活動日　毎週火・金曜日 /18:30 ～
対　象　男女年齢不問
会費等　幼児 月額 3,000 円～

◇　新日本空手道 工藤会館

活動日　毎週木曜日 /14:00 ～ 15:30
　　　　（４月 10 日～３月 26 日）
対　象　町内在住の女性
参加費　１回 100 円

◇　健康体操教室

活動日　毎週火曜日 /9:30 ～ 11:00
　　　　（４月８日～３月 31 日）
対　象　町内在住の人
参加費　１回 100 円

◇　ウォーキング教室

総合体育館 （旧勤労者体育センター）

指導・代表　波野 麻紀　
　　　　　　☎ 090・4985・8787
活動日　毎週水曜日 /10:00 ～ 15:00
会費等　なし（ただし材料代は自費）
その他　随時体験レッスン受付中！

17  フラワー教室

指導者　安藤 弘江
代表者　藤川 洋子　☎ 65・3527
活動日　第１・３木曜日 /10:00 ～ 11:30
会費等　月額 3,000 円
その他　初心者大歓迎！

08  大正琴 凌奏会

　初心者も大歓迎。Let's ダンス！
　さゆり先生と一緒にダンスの楽しさを
感じませんか。

指導・代表　黒瀬 小百合
　（☎ 43・9822）
場　所　総合体育館
活動日　○毎週火曜日 18:30 ～ 19:30
　　　　　（中級）
　　　　○毎週水曜日 14:00 ～ 15:00
　　　　　（スリムクラス）
　　　　○毎週木曜日 17:30 ～ 19:30
　　　　　（キッズ・小学生）
　　　　○毎週金曜日 18:00 ～ 19:00
　　　　　（初級）
会費等　月額 4,000 円（入会金 5,000 円）

◇　  SUPER BOWL　ダンス教室
　歌を通じての心の和を大切に「心の健
康」「身体の健康」を保ち、桂川町の皆
さまに素敵な笑顔の花が沢山咲くように
毎日楽しく練習しています。ぜひ入会し
てください。お待ちしています。

指導者・代表　美作キヨコ
　（☎ 080・6426・0121）
場　所　いきいきセンター 桂寿苑
活動日　毎週月曜日 10:00 ～ 12:00
対　象　桂川町住民で 65 歳以上の人
会費等　月額 1,000 円（テープ代 300 円）

◇　遠藤実　日本演歌道場

♪ ♬
♪
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まちのわだい

古代くん広場

王塚装飾古墳館の
マスコットキャラクター　古代くん

嘉麻市立泉河内小学校 閉校記念式典

　３月末をもって閉校する嘉麻市立泉河内小学校で、

閉校記念式典が行われました。明治 11 年に内山田小

学校栗野派出所として開設された同校には、桂川町か

らも内山田地区の多くの子どもたちが通いました。

　同校の昭和 36 年度卒業生である井上町長は、「母校

がなくなることに無上の寂しさを感じずにはいられま

せん」とあいさつし、閉校を惜しみました。

138 年の歴史に幕
ありがとう泉河内小学校

３ / ２ 日

▲校庭には校歌が刻まれた石碑とともに閉校記念碑が置かれ、校歌に歌われる「泉河
内の健児」がいた証を、後世に伝え続けます。

桂川囲碁クラブ

　第 14 回嘉飯地区親善囲碁大会が嘉麻市のうすい人

権センターで開催され、桂川囲碁クラブのＡチーム（先

鋒から万善、大塚、倉智、中野、白石）とＢチーム（先

鋒から吉田、高嶋、芳中、山本、緒方）が、総合成績

13 勝７敗でＷ優勝に輝きました。

　同大会は１チーム５人の４面打ちによる団体戦。７

地区８チームが参加しました。

▲桂川囲碁クラブは毎週土曜日 13 時から住民センターで活
　動中。問い合わせは住民センター（☎６５・２００７）まで。

２ / 16 日
嘉飯地区囲碁大会で
桂川の２チームがＷ優勝

消防表彰伝達式および
春の火災予防運動に伴う春季訓練

もしもに備えて消防訓練
２ / 23日

▲福岡県知事表彰を受賞した三
み や け

宅利
と し や

也さん（土師三）。

　消防表彰伝達式および春の火災予防運動に伴う春季

訓練が、桂川小学校で実施されました。

　訓練として、ポンプ自動車などによる放水訓練や

AED を使用した救命救急講習が行われました。

　また、表彰伝達式では、61 人の消防団員が、長年に

わたる消防活動の功績を称えられ、福岡県知事表彰を

はじめとした表彰を受賞しました。

▲ 11 人の在校生は４月に新設される嘉麻市立嘉穂小学校へと通います。

卒 業
桂川中学校卒業式

３
月
13
日
、
桂
川
中
学
校
卒
業
式
。

１
１
７
人
に
手
渡
さ
れ
た
卒
業
証

書
。
思
い
出
が
溢
れ
る
教
室
で
行
わ

れ
た
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
胸
に
残

し
、
桂
川
町
の
15
歳
た
ち
は
、
新
た

な
未
来
へ
飛
び
立
ち
ま
す
。
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嘉麻・桂川広域シルバー人材センター

介護予防に調理実習開催
冬野菜を使った健康料理

２ / 27木

▲メニューは、①魚としめじのおろし煮、②白菜の甘酢かけ、③れんこ
ん団子汁。

　住民センターで、嘉麻・桂川広域シルバー人材セン

ター主催により、介護予防講習会の一環とした調理実

習が行われました。桂川町からは 18 人が参加し、白

菜や蓮根など冬野菜を使った健康料理を作りました。

　試食では、「全体的に薄味でおいしい」との意見が多

く出され、初めて会う人同士の出会いの場としてあち

らこちらのテーブルで話が弾みました。

桂川中学校
PTA・おやじの会 合同愛校作業 ３ / ２日 ２ / 25火NTT西日本 社会貢献活動

聴覚障がい者の暮らしをサポート
「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」

▲希望する人は、総合福祉センター「ひまわりの里」へお尋ねください（数
に限りがあります）。

　NTT 西日本筑豊営業支店の酒
さ か い

井次
じ ろ う

郎支店長が役場を

訪問し、耳や言葉が不自由な人の意思伝達を助ける「電

話お願い手帳」とファクシミリ送信用紙「ふれあい速

達便」を贈りました。

　手帳には「私のかわりに電話をかけていただけます

か」などのメッセージが印刷されており、町内の聴覚

障がい者の方々に配布されます。

２ / 23日ラージボール卓球大会 結果

大きく見やすいボールを使った卓球大会
白熱した試合の結果は…

クラス 順位 シングルス
（男子）

シングルス
（女子） ダブルス

A 級

優　勝 武 田 秀 一 田 中 絹 枝
明 石 忠 夫
村上エミ子

準優勝 岸 司 史 藤 木 慶 子
武 田 秀 一
河部美和子

３位

山 本 常 夫 本 田 啓 子
奥 本 良 治
山 口 啓 子

迎 田 進 興梠由美子
田 中 絹 枝
興梠由美子

B 級

優　勝 明 石 忠 夫 塚辺ふく子
篠 嵜 昭 伸
福 谷 信 子

準優勝 谷 崎 博 明 福 谷 信 子
岸 司 史
坂 口 義 勝

３位 坂 口 義 勝 山 口 哲 子
山 本 常 夫
塚辺ふく子

桂川町議会 表彰

長年の功績に対し
藤川正恭議員が表彰を受賞

　「桂川中学校 PTA 環境生活委員会」と、同校ＯＢで

構成される「おやじの会」による合同愛校作業が行わ

れました。お世話になった学校施設の補修を主に行う

この作業は、合同によるものは今年が初めて。

　この日は 47 人が参加。渡り廊下のパネルや校舎内

階段の壁の塗装が行われ、精力的な作業により見違え

るようにきれいになりました。

お世話になった校舎への恩返し

▲既に進路が決まった３年生の生徒や教員も多く参加し、お世話になっ
た校舎をきれいにするため汗を流しました。

▲藤川議員は、平成６年の桂川町議会議員選挙で初当選し、現在まで６
期 15 年在職。平成 18 年からは議会運営委員長を歴任しています。

　桂川町議会議員として、多年にわたり地域と地方自

治の振興発展に努めてきた藤
ふじかわ

川正
まさきょう

恭議員に対し、全国

町村議会議長会と福岡県町村議会議長会より表彰状が

贈られました。受賞した藤川議員は「皆さまのおかげ

で栄えある表彰を受けることができました。これから

も、議会活動を通じて町民全員が住んで良かったと思

える桂川町を目指して頑張ります」と述べました。

桂川町の明日を創る会 環境美化運動

西田清流公園をきれいに！
川の清掃とシバザクラ植栽

▲「ピンクのじゅうたん」と表現されるシバザクラの見ごろは４月下旬
から５月上旬にかけて。右上写真は昨年４月に撮影したもの。

　桂川町の明日を創る会により、西田清流公園（土師二）

内を流れる西郷川の清掃が行われました。「蛍を川に呼

び戻そう」と始まったこの活動は今年で５年目。夏に

は多くの蛍が飛び交うようになりました。

　また、嘉飯都市圏活性化推進会議の一環としてシバ

ザクラの植栽も行われ、一昨年に植栽されたものも合

わせ、同公園の新たな魅力となっています。

寿命区健康教室

▲「老後の生活を元気よく過ごすために」をテーマとした講演も行われ、
心疾患などについて解説や予防法などが講じられました。

２ / 25 火元気で健康に過ごせるように
健康診断と健康講座

　寿命公民館で、飯塚市の済生会飯塚嘉穂病院の協力

による健康教室が開催されました。参加した 55 人の

寿命区民は、血圧などの基本的な健康診断や骨密度の

測定、栄養士・医師への健康相談などを行いました。

　この取り組みは、「60 歳以上の人が元気で健康に過

ごせるように」という目的で、２年に１回行われており、

例年多くの参加者が訪れます。

古代くん広場 まちの話題・ニュースは、総務課 広報電算係まで。
☎６５・１０８２

まちのわだい古代くん広場

３ / ９日
修刀館 嘉飯少年剣道練成大会 結果

桂川の少年剣士が大奮闘

中学生の部
優　勝 畠 中 洸 暢

準優勝 谷口湖太郎

敢闘賞 長 江 菫

小学３年生の部

優　勝 持 永 大 起

敢闘賞 平 田 渓 介
敢闘賞＆

練成会皆勤賞
森 悠 翔

練成会皆勤賞
諌山裕一斗

西 山 律 輝

３ / ９日
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文化・芸術の広場

ピ
ン
ボ
ケ
会

「
切
り
干
し
」
の
か
ら
っ
と
乾
く
日
続
か
ざ
り
猫
の
目
の
ご
と
け
ふ
の
空
模
様

神
﨑　

鈴
子

明
朝
の
味
噌
汁
用
に
と
大
根
を
刻
む
ヘ
ル
パ
ー
の
左ゆ

ん
で手

鮮
や
か

藤
川
ミ
ヤ
子

住
職
は
不
治
の
病
と
告
げ
ら
れ
て
〈
思
い
出
づ
く
り
〉
に
生
き
む
を
語
ら
る

原　
　

哲
子

幾
体
の
観
音
像
の
供
花
を
替
へ
濁
り
し
心
い
ま
し
め
浄
む

　

金
田
ト
シ
子

載
き
し
大
き
な
キ
ャ
ベ
ツ
を
抱
へ
込
み
か
た
い
青
葉
を
食
ふ
犬
リ
ッ
ク

茂
手
木
こ
と
子

短
歌
会

矢
野
京
子 

選

（
二
月
例
会
）

大
庭
土
筆 

選

（
一
月
例
会
）

俳
句
会

「
交
通
安
全
」

 

池
田　

美
佐
子
さ
ん
撮
影

広報誌に関するお問合わせは、広報電算係 ☎ 65・1082 まで

編集 後記＊
Editorial Postscript

▲

今月号の表紙は、３月で桂川中学校を卒業した福
ふくずみ

住あいかさん。

▲

卒業式。正直に言うと、式典の撮影は苦手です。特に入学式や卒業

式となると、子どもの晴れ姿を写真やビデオに収めようとする親御さ

んたちの前を横切ることも多々あります。「せっかくのベスト

ショットなのに、広報の腕章付けた奴がウロウロしてたせいで

うまく撮れなかった！」なんてことがありそうで冷や冷やしな

がら撮影してしまう、小心者な広報担当１年生です。（吉田翔平）

特
選

や
り
す
ご
す
通
過
の
列
車
冴さ
え

返
る	

原
口　

孝
子

本
選

春し
ゅ
ん
ぎ
く
菊
を
わ
ん
さ
と
入
れ
し
鍋
奉
行	

摩
治　

廣
子

比ひ

こ古
杉
の
神し
ん
い威

を
刻
み
冴
返
る	

花
田
ム
ツ
子

切
株
の
歪ひ
づ

む
年
輪
冴
返
る	

野
上
マ
チ
子

門
柱
に
一い
っ
き揆
の
痕あ
と

や
冴
返
る	

藤
田　

昌
愁

まちのわだい古代くん広場

笑顔の写真募集中！
～誕生日の記念に、お子さんの笑顔を～

◉ 対象：町内居住の満１歳から３歳まで
◉ 申込：持参またはメールで
　　　　　   kohodensan@town.keisen.lg.jp 

◉ 締切：誕生月の前月 10 日
　　　　　５月生まれは４月 10 日まで

　　　　　６月生まれは５月 10 日まで

◉ お子さんの名前（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、
お子さんへのコメント（40 字以内）、連絡先を記
入したメモを添付ください。

【問合先】総務課 広報電算係
　　　　　☎６５・１０８２

4 月 生まれ
HappyBirthday

　警察庁が全国の中学・高校生から募集した「命の大

切さを学ぶ教室全国作文コンクール」で、嘉穂総合高

校２年の田
た な か

中佳
か な

菜さん、桂川中学校３年の金
かなまる

丸愛
あ い か

佳さ

ん、上
うえむら

村奈
な な こ

々子さんが佳作に当たる賞を受賞しました。

　３人は昨年、飲酒運転事故で長男を亡くした福岡市

の山
やまもと

本美
み や こ

也子さんの講演会を聴講し、それぞれの気持

ちをまとめたものを作文にしました。

命の大切さを学ぶ教室全国作文コンクール

桂川町の中学・高校生３人が
「命の大切さ」作文で入賞

桂川町文化事業

笑いあり涙あり
「躍るごんぎつね」ミュージカル公演

３ / ９日

　桂川町文化事業「躍るごんぎつね」が住民センター

で開催されました。叙情感漂う物語を通して、人間と

動物が共存することの難しさやお互いを思いやること

の大切さなどが感じられるミュージカル公演となりま

した。

川
か わ な み

波 遥
は る ま

真くん 1 歳
H25.4.25 生（土居一）

お誕生日おめでとう♪
これからも元気に
すくすく育ってね☆

大
お お に し

西 美
み づ き

月ちゃん 1 歳
H25.4.30 生（笹尾二）

みづきちゃん
お誕生日おめでとう♪
これからもお兄ちゃんと
仲良く元気でいてね☆
＼ (^o^) ／＼ (^o^) ／

竹
た け べ

邉　友
ゆ う と

翔くん １歳
H25.4.17 生（吉隈二）

ゆうとっと☆
元気いっぱい大きくなぁれ！

お兄ちゃんと一緒に
たくましく育ってね♪

金
か な ま る

丸 世
せ り

依ちゃん 1 歳
H25.4.2 生（吉隈二）

みんなのアイドル
せりちゃん♡

これからもごはんをたくさん
食べて元気に育ってね！

林
は や し だ

田　栞
か ん た

汰くん 2 歳
H24.4.27 生（中屋）

アンパンマンが
大好きなカンタくん♪
これから頑張って元気に
保育園に通おうね！

池
い け じ り

尻　晴
は る ま

真くん 1 歳
H25.4.21 生（土師二）

はるくんお誕生日おめでとう
パパもママも大好きなはるくん☆
これからも元気でくいしんぼうな
ニコニコはるくんでいてね♡

山
や ま の

野　倖
く う と

詩くん 2 歳
H24.4.11 生（吉隈二）

にこにこ笑顔の
かわいいくうちゃん♪
たくさん食べて、遊んで
元気にすくすく育ってね♡
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CALENDAR

平成 26 年４月行事カレンダー

【総合体育館開催】★ウォーキング教室（9:30 ～ 11:00） ★健康体操教室（14:00 ～ 15:30）≫

４月

※ 在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。

K
E

ISEN  TO
W
N

　
行

事カ
レンダー

≫

５月

発行／桂川町役場　〒 820-0696 福岡県嘉穂郡桂川町大字土居 424-1 ☎ 0948（65）1082　●編集／総務課 広報電算係　●印刷／今心株式会社

＊

＊

町
長
室
か
ら

▽
天
野
副
町
長
、
県
庁
へ　

平
成
23
年
度
か

ら
副
町
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
天
野
高
行

氏
が
、
３
月
末
で
退
職
さ
れ
、
４
月
か
ら
県

職
員
に
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
当
初
は
２

年
間
の
約
束
で
し
た
が
、
電
算
機
器
の
リ
プ

レ
イ
ス
や
自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
防
災
無

線
の
整
備
等
の
重
要
施
策
を
継
続
し
て
推
進

す
る
た
め
、
１
年
間
の
延
期
を
お
願
い
し
、

３
年
間
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

天
野
前
副
町
長
は
、
町
内
に
単
身
で
移
り

住
み
、
丸
っ
こ
い
大
き
な
体
と
気
さ
く
な
人

柄
で
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
町
民
の
一
人
と

し
て
も
町
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
に
精
通

し
、
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
た
実
績
は
顕
著
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

桂
川
町
で
の
勤
務
に
つ
い
て
感
想
を
訊
ね

る
と
『
自
分
の
方
が
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
』

『
現
実
は
理
屈
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
を
痛

感
し
た
』
と
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
県
職
員
と
し
て
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
本
町
と
の
連

携
の
か
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
後
任
は
、
私
の
任
期
が
７

カ
月
余
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
空
席

の
ま
ま
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

春
は
「
別
れ
」
と
「
出
会
い
」
の
季
節
で

す
。
職
員
も
８
人
退
職
し
、
９
人
新
た
に
就

職
し
ま
し
た
。
新
し
い
職
員
構
成
の
も
と
で
、

元
気
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
た
い

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

農産物直売所 
けいせん とれたて村
　お弁当・惣菜 販売中！

【と　き】毎週日曜日 ９時～ 12 時

【ところ】けいせん とれたて村販売所

【問合先】産業振興課 ☎６５・１１０６

９
㈬

桂川中学校入学式
 　桂川中学校
わんぱく教室（あそび）
 　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
業者による補聴器定期相談
 　13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

15
㈫

３歳児健診
13:15 ～ 14:00（受付）総合福祉センター

★ウォーキング教室

１
㈫

吉隈・土師保育所 入所式
　 各保育所

８
㈫

絵画教室＆絵手紙ラベンダーの会 作品展
　 町立図書館　20 日（日）まで
健康相談
　 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
狂犬病予防集団注射
　 9:15 ～  町内各地
★ウォーキング教室

6
㈰

【当番医】きはら内科消化器科
　 ☎ 20・9015（桂川町土師）

13
㈰

【当番医】おおつか眼科医院
　 ☎ 72・2828（飯塚市長尾）

10
㈭

桂川小学校・桂川東小学校 入学式
 　各小学校
心配ごと相談
　 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

11
㈮

桂川幼稚園 入園式
　 桂川幼稚園

17
㈭

弁護士による無料法律相談（要予約）
13:00 ～ 16:00（受付）  住民センター

★健康体操教室

19
㈯

王塚古墳「春の特別公開」
　 9:30 ～ 16:00  王塚古墳

28
㈪

ピヨピヨ教室
　 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

22
㈫

乳児健診（受付は対象月齢によって異なります）
　 総合福祉センター
ブックスタート・フォローアップブック
スタート（町立図書館主催事業）
　 上記乳児健診時に読み聞かせし、絵本２冊を配布
★ウォーキング教室

23
㈬

狂犬病予防集団注射
　 9:15 ～  町内各地

24
㈭

心配ごと相談
　 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

26
㈯

春のおはなし会
　 14:00 ～　町立図書館

20
㈰

【当番医】石田病院
　 ☎ 62・2788（桂川町土師）
王塚古墳「春の特別公開」
　 9:30 ～ 16:00  王塚古墳

20
㈰

【当番医】石田病院
　 ☎ 62・2788（桂川町土師）
王塚古墳「春の特別公開」
　 9:30 ～ 16:00  王塚古墳

27
㈰

【当番医】あおやぎ内科クリニック
 　☎ 72・3230（飯塚市大分）
土師老松神社 春の大祭（土師の獅子舞）
  13:30 ～ 14:30（予定）  土師老松神社

29
㈫

◆昭和の日
【当番医】青山医院
　 ☎ 22・6328（飯塚市高田）

３
㈯

◆憲法記念日
【当番医】田中医院
　 ☎ 22・1850（飯塚市天道）

【歯科当番医】三原歯科医院
 　☎ 72・2151（飯塚市大分）

４
㈰

◆みどり日
【当番医】松口循環器科・内科
　 ☎ 26・0800（飯塚市楽市）

【歯科当番医】村山歯科医院
 　☎ 82・3717（飯塚市赤坂）

５
㈪

◆こどもの日
【当番医】なかおクリニック
　 ☎ 21・5755（飯塚市堀池）

【歯科当番医】やまちか歯科医院
 　☎ 82・3717（飯塚市相田）

６
㈫

◆振替休日
【当番医】あそう内科クリニック
　 ☎ 29・1666（飯塚市楽市）

【歯科当番医】山本歯科医院
 　☎ 22・6758（飯塚市鯰田）

★歯科当番医の受付は 9:00 ～ 13:00
１
㈭★健康体操教室


